


緑黄色野菜ＶＳ淡色野菜　その１



日本酒と器②

ホ
タ
テ
な
ど
北
海
道
の
海
産
物

全
旅
連
が
利
用
呼
び
掛
け

新
タ
グ
ラ
イ
ン
を
策
定

タ
イ
ミ
ー

初
利
用
者
対
象
に
ク
ー
ポ
ン
キ
ャ
ン
ペ

ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム

潜
在
労
働
力
喚
起
、人
手
不
足
解
消
へ

ニ
セ
コ
町
、倶
知
安
町
と
協
定

タ
イ
ミ
ー
が
連
携
、サ
ー
ビ
ス
利
用
促
進
へ

兵庫の〝食〟をＰＲ
首都圏のＪＴＢ社員に

ＪＴＢ旅ホ連兵庫支部

地域限定で販売
旅への動機付けに

「旅をしなければ飲めない酒」

「旅酒」

スキンケアブランド「S y l p h 」
雲仙の天然水％配合

ゆやど雲仙新湯が開発

月６日に無料オンラインセミナー
地域ブランディングで収益モデル創造

タナベコンサルティンググループ

　
前
号
ま
で
２
回
に
わ
た
っ

て
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
は
、
緑
黄
色
野

菜
の
王
様
と
い
わ
れ
る
。
緑

黄
色
野
菜
っ
て
読
ん
で
字
の

ご
と
し
、
緑
や
黄
色
が
濃
い

野
菜
の
こ
と
で
し
ょ
？
と
思

っ
て
い
る
ア
ナ
タ
、
実
は
そ

う
で
も
な
い
の
だ
！

　
例
え
ば
、
発
芽
し
た
ば
か

り
の
大
根
の
新
芽
、
貝
割
れ

大
根
。
葉
っ
ぱ
は
緑
色
だ
け

ど
、
発
芽
し
て
し
ば
ら
く
は

遮
光
し
て
育
て
る
の
で
、
ヒ

ョ
ロ
ヒ
ョ
ロ
し
た
茎
の
部
分

は
色
白
だ
。
何
と
な
く
、
淡

色
野
菜
っ
ぽ
い
か
な
？
と
い

う
気
も
す
る
が
、
れ
っ
き
と

し
た
緑
黄
色
野
菜
な
の
だ
。

つ
い
で
に
い
う
と
、
大
根
は

葉
の
部
分
が
緑
黄
色
野
菜

で
、
根
の
部
分
は
淡
色
野
菜

で
あ
る
。

　
同
じ
く
ス
プ
ラ
ウ
ト
系
の

豆
苗
は
、
え
ん
ど
う
豆
の
若

い
芽
だ
。
コ
レ
も
や
っ
ぱ
り

緑
黄
色
野
菜
で
、
成
長
し
て

さ
や
が
付
き
、
若
い
う
ち
に

さ
や
ご
と
食
す
さ
や
え
ん
ど

う
（
絹
さ
や
）
も
緑
黄
色
野

菜
。
な
の
に
、
も
っ
と
育
っ

て
中
身
の
豆
を
食
す
グ
リ
ー

ン
ピ
ー
ス
は
、
そ
の
名
に
緑

と
付
い
て
い
る
の
に
淡
色
野

菜
な
の
だ
。
一
体
ナ
ゼ
？

　
答
え
は
、
厚
生
労
働
省
の

栄
養
指
導
で
定
め
ら
れ
て
い

る
か
ら
。緑
黄
色
野
菜
と
は
、

可
食
部
１
０
０
㌘
当
た
り
の

カ
ロ
テ
ン
含
有
量
が
６
０
０

㍃
㌘
以
上
の
も
の
を
指
す
そ

う
だ
。
ト
マ
ト
や
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
な
ど
一
部

の
野
菜
は
、
カ
ロ
テ
ン
含
有

量
６
０
０
㍃
㌘
未
満
だ
が
、

「
摂
取
量
及
び
頻
度
等
を
勘

案
の
上
、
栄
養
指
導
上
緑
黄

色
野
菜
と
す
る
」
と
さ
れ
て

い
る
。

　
ト
マ
ト
１
０
０
㌘
当
た
り

の
カ
ロ
テ
ン
は
５
４
０
㍃
㌘

と
規
定
に
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
足

り
な
い
が
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
に

は
何
と
９
６
０
㍃
㌘
も
あ
る

と
い
う
。
知
ら
な
か
っ
た
！

　
他
に
も
、
同
じ
レ
タ
ス
で

も
フ
ツ
ー
の
レ
タ
ス
は
淡
色

野
菜
だ
が
、
水
耕
栽
培
の
レ

タ
ス
や
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
、
リ

ー
フ
レ
タ
ス
は
緑
黄
色
野
菜

な
の
だ
そ
う
。
意
外
と
分
か

り
に
く
い
。
…
と
い
う
ワ
ケ

で
、
こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
ク
イ

ズ
！

　
問
題
…
次
の
中
で
、
緑
黄

色
野
菜
は
ど
れ
で
し
ょ
う
？

①
カ
ボ
チ
ャ
②
ズ
ッ
キ
ー
ニ

③
キ
ュ
ウ
リ
④
キ
ャ
ベ
ツ
⑤

ナ
ス
⑥
黄
ピ
ー
マ
ン
⑦
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ

　
ズ
ッ
キ
ー
ニ
っ
て
、
ウ
リ

科
カ
ボ
チ
ャ
属
だ
か
ら
カ
ボ

チ
ャ
の
仲
間
。
キ
ュ
ウ
リ
も

同
じ
ウ
リ
科
。
ナ
ス
は
色
が

濃
い
し
、
黄
ピ
ー
マ
ン
や
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
は
黄
色
い
。
…

な
ん
だ
け
ど
、正
解
は
何
と
、

①
だ
け
！

　
カ
ボ
チ
ャ
は
緑
黄
色
野
菜

の
代
表
選
手
の
一
つ
な
の

に
、
仲
間
の
ズ
ッ
キ
ー
ニ
や

キ
ュ
ウ
リ
は
淡
色
野
菜
。
ナ

ス
も
そ
う
だ
が
、
切
り
口
が

白
け
れ
ば
大
抵
淡
色
野
菜

だ
。
キ
ャ
ベ
ツ
は
や
っ
ぱ
り

淡
色
と
い
う
感
じ
だ
が
、
そ

の
変
種
で
あ
る
芽
キ
ャ
ベ
ツ

は
緑
黄
色
野
菜
だ
。
ピ
ー
マ

ン
と
赤
ピ
ー
マ
ン
は
緑
黄
色

野
菜
な
の
に
、
黄
ピ
ー
マ
ン

だ
け
カ
ロ
テ
ン
が
足
り
な
い

よ
う
で
、仲
間
入
り
で
き
ず
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は

㍃
㌘

と
、
思
い
の
ほ
か
カ
ロ
テ
ン

の
含
有
量
が
低
い
。
ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
は
未
熟
の
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
で
野
菜
に
分
類
さ
れ

る
が
、
本
来
は
イ
ネ
科
の
穀

物
な
の
だ
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
、成
人

の
野
菜
摂
取
の
目
標
量
を
１

日
３
５
０
㌘
以
上
と
し
て
い

る
。こ
れ
は
生
野
菜
だ
と
両

手
３
杯
分
、ゆ
で
野
菜
な
ら

片
手
３
杯
分
く
ら
い
の
量
な

の
だ
そ
う
。そ
の
う
ち
緑
黄

色
野
菜
を
１
２
０
㌘
以
上
と

摂
取
目
標
を
定
め
て
い
る
た

め
、緑
黄
色
野
菜
に
ば
か
り

目
が
行
き
が
ち
だ
が
、淡
色

野
菜
だ
っ
て
負
け
ち
ゃ
あ
い

な
い
。続
き
は
次
号
で
！

　
※
宿
泊
料
飲
施
設
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
。
数
多
く
の
取
材

経
験
を
生
か
し
、
旅
館
・
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
や
メ
ニ
ュ
ー
開

発
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
修

な
ど
も
手
掛
け
る
。

　
猪
口

ち
ょ
こ

、
盃さ

か
ず
き

、
ぐ
い
呑
み

　
ど
れ
も
同
じ
よ
う
に
思
え
ま

す
が
、
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　
・
猪
口

　
陶
製
の
小
さ
な
酒
器
。
口
が

広
く
な
っ
て
底
が
す
ぼ
ま
っ
た

形
を
し
て
い
ま
す
。
猪
口
と
徳

利
は
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
出
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
・
盃

　
日
本
酒
の
酒
器
の
一
つ
で
皿

状
の
形
を
し
て
い
ま
す
。
皿
部

分
の
下
に
は
高
台
と
い
う
小
さ

な
円
筒
が
つ
い
て
い
ま
す
。
一

般
の
宴
会
な
ど
で
は
な
く
、
神

事
や
結
婚
式
、
祭
事
な
ど
で
使

わ
れ
ま
す
。

　
・
ぐ
い
呑
み

　
猪
口
と
似
て
い
ま
す
が
、
猪

口
よ
り
も
一
回
り
大
き
い
の
が

ぐ
い
呑
み
で
す
。
ぐ
っ
と
飲
む

こ
と
か
ら
こ
の
名
が
つ
け
ら
れ

た
、
と
い
う
説
も
。
そ
の
名
の

通
り
、
ぐ
い
ぐ
い
飲
む
時
に
向

い
て
い
ま
す
。
ぐ
い
呑
み
に
は

徳
利
は
使
わ
ず
、
そ
の
ま
ま
飲

む
の
が
普
通
で
す
。

　
●
酒
器
で
変
わ
る
味
わ
い

　
酒
器
だ
け
で
な
く
器
全
般
に

言
え
ま
す
が
、
そ
の
土
地
で
作

ら
れ
た
器
を
そ
の
土
地
の
食
材

で
で
き
た
料
理
と
合
わ
せ
る

と
、
い
っ
そ
う
お
い
し
く
感
じ

ら
れ
ま
す
。
同
じ
水
、
同
じ
土

が
微
妙
に
作
用
し
合
っ
て
、
味

わ
い
を
高
め
る
よ
う
で
す
。

　
さ
て
、
日
本
酒
を
飲
む
時
で

す
が
、酒
器
に
も
こ
だ
わ
る
と
、

味
わ
い
も
違
っ
て
き
ま
す
。

　
■
「
口
径
（
口
の
広
さ
）
」

で
選
ぶ

　
酒
器
の
口
の
広
さ
は
香
り
に

影
響
を
与
え
ま
す
。
そ
れ
は
酒

器
に
注
が
れ
た
お
酒
の
表
面
積

に
よ
っ
て
、
香
り
の
立
ち
方
が

違
っ
て
く
る
か
ら
で
す
。
口
径

が
広
い
と
、
ふ
わ
っ
と
広
が
る

香
り
が
し
ま
す
。
反
対
に
狭
い

と
、
香
り
が
広
が
り
に
く
い
た

め
、
そ
れ
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
感

じ
ら
れ
ま
す
。
純
米
吟
醸
酒
を

冷
や
し
て
飲
む
時
は
、
小
さ
め

で
口
の
広
い
酒
器
が
合
っ
て
い

ま
す
。

　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

　
■
日
本
ホ
テ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン

経
営
研
究
所
＝
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
業
界
（
旅
館
、
ホ
テ
ル
、
レ

ス
ト
ラ
ン
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
、
観

光
、
介
護
）
の
人
材
育
成
と
国

際
交
流
へ
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
。
同
研

究
所
の
大
谷
晃
理
事
長
、
鈴
木

は
る
み
上
席
研
究
員
が
監
修
す

る
書
籍
「
『
旅
館
ホ
テ
ル
』
の

お
も
て
な
し
」
が
星
雲
社
か
ら

発
売
中
。
問
い
合
わ
せ
は
同
社

☎
０
３
（
３
８
６
８
）
３
２
７

５
。
　
　
　
　
　
＝
隔
週
掲
載
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全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組

合
連
合
会
（
全
旅
連
）
は
こ
の
ほ
ど
、

海
外
か
ら
の
輸
入
停
止
の
影
響
を
受
け

る
ホ
タ
テ
な
ど
北
海
道
産
海
産
物
の
消

費
拡
大
へ
、
北
海
道
と
共
同
で
全
国
の

組
合
員
施
設
に
対
し
て
利
用
の
呼
び
掛

け
を
行
う
こ
と
を
決
め
た
。

　
全
旅
連
会
長
代
行
で
北
海
道
ホ
テ
ル

旅
館
生
活
衛
生
同
業
組
合
理
事
長
を
務

め
る
西
海
正
博
氏
は
ホ
タ
テ
産
地
の
一

つ
、
北
海
道
猿
払
村
出
身
。
西
海
氏
は

「
地
元
の
苦
境
を
全
国
の
人
々
に
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
北
海
道
の
ホ
タ
テ

は
肉
厚
で
甘
く
て
お
い
し
い
と
評
判

だ
。
趣
旨
に
賛
同
し
て
、
各
地
の
旅
館

・
ホ
テ
ル
で
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
」

と
話
し
て
い
る
。

　
既
に
道
産
海
産
物
を
応
援
す
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い

る
。
兵
庫
県
の
城
崎
温
泉
は
今
月
３
～

５
日
、
「
が
ん
ば
ろ
う
北
海
道
！
城
崎

温
泉
ホ
タ
テ
祭
り
」
と
銘
打
ち
、
殻
付

き
ホ
タ
テ
の
バ
タ
ー
し
ょ
う
ゆ
焼
き
を

１
日
２
千
個
、
観
光
客
ら
に
無
料
で
振

る
舞
っ
た
。

　
北
海
道
の
海
産
物
を
新
た
に
仕
入
れ

た
い
旅
館
・
ホ
テ
ル
に
は
、
北
海
道
経

済
部
観
光
局
観
光
振
興
課
観
光
企
画
グ

ル
ー
プ
が
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

西海会長代行

新
し
い
タ
グ
ラ
イ
ン

首
都
圏
誘
致
宣
伝
キ
ャ
ラ
バ
ン

の
観
光
説
明
会
の
様
子

懇親会の様子

キ
ー
ビ
ジ
ュ
ア
ル

調印式の様子

　
タ
イ
ミ
ー（
東
京
都
港
区
）

は
こ
の
ほ
ど
、
同
社
が
提
供

す
る
ス
キ
マ
バ
イ
ト
サ
ー
ビ

ス
「
タ
イ
ミ
ー
」
の
サ
ー
ビ

ス
タ
グ
ラ
イ
ン
と
し
て
「
は

た
ら
く
に
〝
彩
り
〟
を
。
」

を
策
定
し
た
。
「
新
し
い
タ

グ
ラ
イ
ン
の
も
と
、
時
間
や

場
所
、
年
齢
な
ど
『
は
た
ら

く
』
に
関
す
る
障
壁
を
取
り

除
く
『
ワ
ー
ク
バ
リ
ア
フ
リ

ー
』
な
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
さ
ら
な
る
事
業
成
長
に

努
め
る
」
（
同
社
）
と
の
方

針
を
明
示
し
た
。

　
今
回
策
定
し
た
タ
グ
ラ
イ

ン
に
は
、
「
『
働
く
』
イ
メ

ー
ジ
を
、
よ
り
明
る
く
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
も
の
に
変
え
て
い

く
と
い
う
思
い
か
ら
、
タ
イ

ミ
ー
が
提
供
す
る
時
間
や
場

所
に
制
約
さ
れ
な
い
新
し
い

自
由
な
働
き
方
を
『
は
た
ら

く
』
と
表
現
し
た
い
」
と
の

狙
い
か
ら
、
ひ
ら
が
な
表
記

の「
は
た
ら
く
」を
採
用
。は

た
ら
く
を
通
し
た
出
会
い
や

体
験
が
人
生
の
可
能
性
を
広

げ
る
こ
と
、
一
人
一
人
が
個

人
の
色
、
生
き
方
を
大
事
に

で
き
る
働
く
選
択
肢
を
提
供

す
る
こ
と
へ
の
願
い
、
は
た

ら
く
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
目
指

し
、
そ
の
実
現
に
注
力
す
る

同
社
の
思
い
な
ど
を「
は
た

ら
く
に〝
彩
り
〟を
。」と
い
う

タ
グ
ラ
イ
ン
に
込
め
た
。

　
タ
グ
ラ
イ
ン
の
策
定
に
合

わ
せ
、
同
社
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
「
『
は
た
ら
く
』
を
通
じ

て
人
生
の
可
能
性
を
広
げ
る

イ
ン
フ
ラ
を
つ
く
る
」
に
変

更
。

　
事
業
者
に
対
し
て
も
「
必

要
な
と
き
に
必
要
な
人
材
が

確
保
で
き
る
よ
う
、
多
彩
な

ス
キ
ル
を
持
つ
人
材
が
集
ま

る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
と

発
展
さ
せ
、
事
業
者
や
業
界

が
抱
え
る
人
手
不
足
な
ど
の

課
題
解
決
に
一
層
貢
献
し
て

い
き
た
い
」
と
呼
び
掛
け
て

い
る
。

　
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、

同
社
の
旅
行
に
初
め
て
参
加

す
る
顧
客
を
対
象
と
す
る
ク

ー
ポ
ン
贈
呈
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「

旅
ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
で
行
こ

う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

日

ま
で
実
施
し
て
い
る
。

　

旅
ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
は
、パ

ッ
ク
ツ
ア
ー
の「
楽
で
安
心
」

と
個
人
旅
行
の「
自
由
で
気

ま
ま
」の
両
方
の
特
長
を
備

え
た
、同
社
の
新
し
い
旅
の

カ
タ
チ
を
提
案
す
る
商
品
。

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、期
間

中
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら


旅
ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
の
ツ
ア
ー

に
初
予
約
、初
参
加
し
、専
用

の
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
応
募

し
た
顧
客
が
対
象
。応
募
者

全
員
に
次
回
使
え
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ

ク
ー
ポ
ン
１
人
３
千
円
分

（
夫
婦
な
ど
２
人
で
参
加
し

た
場
合
、２
人
分
６
千
円
）

を
、ツ
ア
ー
帰
着
日
の
翌
月

に
メ
ー
ル
で
贈
呈
す
る
。

　
応
募
対
象
は
、

月

日

か
ら
来
年
３
月

日
に
出
発

お
よ
び
実
施
す
る
同
社
企

画
、
実
施
の
募
集
型
企
画
旅

行
の

旅
ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
ツ
ア

ー
。詳
細
は
公
式
サ
イ
トhtt

ps://www.club-t.com/sp/ca
mpaign/tabi-smart/

。

　
ス
キ
マ
バ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス

「
タ
イ
ミ
ー
」
を
提
供
す
る

タ
イ
ミ
ー
（
東
京
都
港
区
）

は
こ
の
ほ
ど
、
北
海
道
ニ
セ

コ
町
、
倶
知
安
町
と
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
た
と
発
表

し
た
。
両
町
内
の
潜
在
労
働

力
を
喚
起
し
、
宿
泊
、
観
光

産
業
な
ど
の
人
手
不
足
解
消

に
向
け
て
連
携
し
て
い
く
。

　
国
際
的
な
リ
ゾ
ー
ト
地
と

し
て
国
内
外
か
ら
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
る
ニ
セ
コ
町
、

倶
知
安
町
で
は
、
両
町
を
管

轄
す
る
岩
内
公
共
職
業
安
定

所
倶
知
安
分
室
管
内
の
７
月

の
有
効
求
人
倍
率
が
２
・


倍
と
高
水
準
で
、

カ
月
連

続
で
前
年
同
月
を
上
回
る
な

ど
、
人
手
不
足
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
課
題
解

決
に
向
け
た
一
策
と
し
て
タ

イ
ミ
ー
が
積
極
的
に
活
用
さ

れ
、
同
サ
ー
ビ
ス
で
掲
載
さ

れ
て
い
る
求
人
の
募
集
人
数

は
両
町
と
も
に
今
年
８
月
が

過
去
最
高
（
ニ
セ
コ
町
は
前

年
比
約
７
倍
、
倶
知
安
町
で

は
同
約
５
倍
）
と
な
っ
た
。

　
同
社
は
ニ
セ
コ
町
、
倶
知

安
町
と
の
包
括
連
携
協
定
締

結
に
よ
り
、
両
町
間
で
の
働

き
手
の
確
保
や
共
有
、
町
内

の
事
業
者
の
人
手
不
足
の
解

消
に
取
り
組
む
。
両
町
と
連

携
し
、
子
育
て
世
代
や
ア
ク

テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
層
な
ど
の
町

民
に
対
し
て
タ
イ
ミ
ー
の
利

用
を
促
す
こ
と
で
、
地
域
の

潜
在
労
働
力
を
喚
起
し
、
人

手
不
足
解
消
も
図
っ
て
い

く
。
「
今
冬
か
ら
宿
泊
、
観

光
業
を
中
心
に
取
り
組
み
を

開
始
し
、
そ
の
ほ
か
の
時
期

に
も
農
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

業
種
で
の
活
用
を
進
め
て
い

き
た
い
」
と
同
社
。
宿
泊
、

観
光
業
に
つ
い
て
は
、
ニ
セ

コ
リ
ゾ
ー
ト
観
光
協
会
、
一

般
社
団
法
人
倶
知
安
観
光
協

会
と
も
連
携
し
、
タ
イ
ミ
ー

の
活
用
を
推
進
し
て
い
く
方

針
だ
。

　
同
社
の
自
治
体
と
の
事
業

連
携
は
、
今
年
３
月
に
岐
阜

県
下
呂
市
と
業
務
提
携
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
て
お

り
、
今
回
の
連
携
が
２
事
例

目
。下
呂
市
と
の
事
例
で
は
、

連
携
開
始
か
ら

月
現
在
ま

で
で
市
内
の
ワ
ー
カ
ー
数
が

約
２
倍
と
な
り
、
同
市
内
の

旅
館
・
ホ
テ
ル
や
農
業
に
お

い
て
８
月
の
募
集
人
数
が
３

月
比
で
約

・
４
倍
と
な
る

な
ど
、
タ
イ
ミ
ー
の
活
用
が

広
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ
ル

連
盟
の
兵
庫
支
部
（
今
津
一

也
支
部
長
＜
ホ
テ
ル
金
波
楼

社
長
＞
）
は
９
日
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ

の
本
社
を
含
む
首
都
圏
エ
リ

ア
の
支
店
の
営
業
・
手
配
・

販
売
担
当
者
な
ど
を
対
象
と

し
た
宣
伝
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
東

京
都
港
区
の
シ
ェ
ラ
ト
ン
都

ホ
テ
ル
東
京
で
開
催
。
牛
肉

や
カ
ニ
な
ど
兵
庫
の
食
に
焦

点
を
当
て
て
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
旅
ホ
連
会
員
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
社

員
ら
を
合
わ
せ
約
２
０
０
人

が
参
加
し
た
。
前
半
の
観
光

説
明
会
で
は
今

津
支
部
長
が
あ

い
さ
つ
し
、

「
兵
庫
県
は
但

馬
、
丹
波
、
播

磨
、
摂
津
、
淡

路
、
こ
の
五
つ

の
国
の
連
合
国
家

で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特

徴
が
あ
っ
て
気
質
も

違
え
ば
、
風
土
も
文

化
も
違
う
」と
説
明
。

今
回
の
懇
親
会
の
た

め
に
各
国
の
自
慢
の

食
材
を
持
参
し
て
き

た
と
話
し
、
「
ま
ず

胃
袋
で
感
じ
て
楽
し

み
、
興
味
を
深
め
、

兵
庫
県
に
行
っ
た
ら

こ
ん
な
お
い
し
い
も

の
が
あ
る
よ
と
お
客
さ
ま
に

紹
介
し
て
ほ
し
い
」
と
Ｊ
Ｔ

Ｂ
社
員
に
要
望
し
た
。

　
そ
の
後
、
ひ
ょ
う
ご
観
光

本
部
の
佐
伯
公
宏
専
務
理
事

が
兵
庫
県
の
お
薦
め
の
観
光

素
材
を
紹
介
し
た
ほ
か
、
各

地
区
の
観
光
大
使
が
観
光
Ｐ

Ｒ
を
行
っ
た
。
観
光
説
明
会

に
引
き
続
き
商
談
会
、
懇
親

会
も
開
催
。
懇
親
会
に
は
有

馬
・
神
戸
・
宝
塚
の
神
戸
牛
、

北
兵
庫
の
セ
コ
が
に
、
丹
波

の
黒
豆
、
姫
路
・
赤
穂
の
穴

子
、
淡
路
島
の
３
年
と
ら
ふ

ぐ
な
ど
を
使
っ
た
料
理
が
並

べ
ら
れ
た
。

北海道から沖縄まで、全国の地酒種類がそろう

旅
酒
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
株
式
会
社
旅

酒
の
長
縄
社
長
（
左
）
と
利
根
川
取
締
役

　
「
旅
を
し
な
け
れ
ば
飲
め
な
い

酒
が
あ
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

全
国
の
酒
蔵
、
土
産
店
、
旅
館
・

ホ
テ
ル
の
売
店
な
ど
で
、
ユ
ニ
ー

ク
な
地
酒
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、
全
国


都
道
府
県
の
老
舗
酒
蔵
が
製
造
し

た
日
本
酒
、
焼
酎
、
泡
盛
な
ど
を

統
一
ブ
ラ
ン
ド「
旅
酒
」と
し
て
、

地
域
限
定
で
販
売
し
て
い
る
も

の
。
購
入
者
を
対
象
に
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
も
行
い
、
全
て
の
商
品
を

購
入
し
た
人
に
認
定
証
を
授
与
。

す
で
に

人
の
〝
全
国
制
覇
者
〟

が
現
れ
る
な
ど
、
商
品
が
人
々
を

旅
へ
と
い
ざ
な
う
動
機
付
け
に
も

な
っ
て
い
る
。

　
「
衰
退
す
る
地
方
の
魅
力
を
訴

求
す
る
お
手
伝
い
を
し
た
い
」

「
歴
史
あ
る
酒
蔵
を
未

来
に
残
し
た
い
」
。
そ

ん
な
思
い
を
込
め
て
酒

類
販
売
を
手
掛
け
る
株

式
会
社
旅
酒
の
長
縄
明

彦
社
長
、
利
根
川
佳
奈

子
取
締
役
ら
が
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
し
た
。

　
商
品
は
北
海
道
の

「
男
山
」
か
ら
沖
縄
の

「
玉
那
覇
酒
造
所
」
ま

で
、
全
国
各
地
の
酒
蔵

が
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
の
た

め
に
醸
造
し
た
地
酒


種
類
（
日
本
酒

、
焼

酎
３
、
泡
盛
２
、
梅
酒

１
、ウ
イ
ス
キ
ー
１
）。

　
サ
イ
ズ
は
旅
先
で
持
ち
運
び
や

す
い
３
０
０
㍉
㍑
で
統
一
。
ラ
ベ

ル
は「
１
番
日
光
」「

番
福
島
」

な
ど
と
番
号
を
付
け
る
ほ
か
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

色
を
施
す
な
ど
、
集
め
て
楽
し
い

デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
。

　
２
０
１
６
年
に

種
類
で
ス
タ

ー
ト
し
た
後
、
１
年
後
に

都
道

府
県
全
て
の
酒
蔵
を
網
羅
。
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
を
受
け
た
も
の
の
販

売
数
、
取
り
扱
い
店
舗
数
も
順
調

に
増
え
、
店
舗
は
土
産
店
の

店

を
筆
頭
に
、
酒
店

店
、
道
の
駅


店
な
ど
、
合
計
３
０
２
店
。
旅

館
・
ホ
テ
ル
も

軒
が
扱
っ
て
い

る
（

月

日
現
在
）
。

　
商
品
の
購
入
者
を
対
象
に
、
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
行
っ
て
い
る
。

取
り
扱
い
店
舗
や
、
同
商
品
を
紹

介
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
通
販
な

ど
で
販
売
）
に
備
え
付
け
の
ス
タ

ン
プ
帳
に
、
購
入
ご
と
に
１
個
、

ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら
う
。


種
類
、
全
て
の
ス
タ
ン
プ
を
押
印

し
た
人
に
は
、
「
全
国
制
覇
認
定

証
」
と
、
好
き
な
銘
柄
が
入
っ
た

菰こ
も

樽だ
る

（
０
・
９
㍑
）
を
贈
る
。

　
現
時
点
で
全
て
の
商
品
を
制
覇

し
た
人
は

人
。達
成
者
の
１
人
、

和
歌
山
県
在
住
の
Ｎ
さ
ん
は
「
温

泉
巡
り
が
趣
味
で
、
旅
酒
は
そ
の

趣
味
を
通
じ
て
楽
し
く
集
め
ら
れ

た
。
ス
タ
ン
プ
が
集
ま
っ
て
く
る

と
店
員
さ
ん
が
驚
い
て
く
れ
た

り
、
応
援
し
て
く
れ
た
り
す
る
の

が
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
」
と
全

国
制
覇
の
達
成
式
で
思
い
を
語
っ

て
い
る
。

　
株
式
会
社
旅
酒
は
、
同
商
品
を

販
売
す
る
旅
館
・
ホ
テ
ル
を
募
集

し
て
い
る
。
同
社
の
長
縄
社
長
は

「
通
販
で
は
買
う
こ
と
が
で
き
な

い
、
旅
先
で
し
か
買
え
な
い
酒
。

既
に
取
り
扱
っ
て
い
る
旅
館
・
ホ

テ
ル
か
ら
は
、
日
本
酒
の
ミ
ニ
チ

ュ
ア
瓶
の
セ
ッ
ト
と
並
ぶ
人
気
商

品
に
な
っ
て
い
る
と
聞
く
。
売
店

な
ど
で
の
販
売
を
検
討
い
た
だ
け

れ
ば
」
と
話
し
て
い
る
。

オリジナルスキンケアブランド「Ｓｙｌｐｈ」

　
長
崎
県
雲
仙
温
泉
の
「
ゆ
や
ど
雲

仙
新
湯
」
（
豊
田
紗
英
子
代
表
取
締

役
）
は
こ
の
ほ
ど
、
雲

仙
の
天
然
水
と
長
崎
産

の
自
然
由
来
成
分
を
配

合
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス

キ
ン
ケ
ア
ブ
ラ
ン
ド

「
Ｓ
ｙ
ｌ
ｐ
ｈ
（
シ
ル

フ
）」を
立
ち
上
げ
た
。

地
元
で
作
ら
れ
た
素
材

の
魅
力
を
宿
泊
を
通
し

て
顧
客
に
提
供
し
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
、
約

２
年
の
開
発
期
間
を
経

て
完
成
さ
せ
た
。

　
同
館
が
所
在
す
る
島

原
半
島
は
古
く
か
ら
湧

き
水
が
豊
富
な
こ
と
か

ら「
水
の
都
」と
呼
ば

れ
、日
本
名
水
百
選
に

も
選
定
さ
れ
て
い
る
。

緑
豊
か
な
山
々
か
ら
湧

き
出
た
天
然
水
は
ミ
ネ

ラ
ル
豊
富
、少
し
と
ろ

み
が
あ
る
の
が
特
徴

で
、全
て
の
商
品
に
雲
仙
の
天
然
水

を

％
配
合
し
た
。

　
商
品
に
は
天
然
水
を
主
役
に
長
崎

県
産
の
ビ
ワ
葉
、ヨ
モ
ギ
葉
、つ
ば
き

油
の
自
然
由
来
成
分
を

ぜ
い
た
く
に
使
用
。肌

に
潤
い
を
与
え
る
ト
ウ

ミ
ツ
、ス
ク
ワ
ラ
ン
な

ど
も
含
ま
れ
て
お
り
、

使
う
た
び
に
自
然
の
恵

み
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感

じ
ら
れ
る
。

　
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
は
ク

レ
ン
ジ
ン
グ
ウ
ォ
ッ

シ
ュ
、
バ
ラ
ン
シ
ン

グ
ス
キ
ン
ロ
ー
シ
ョ

ン
（
化
粧
水
）
、
モ

イ
ス
チ
ャ
ラ
イ
ジ
ン

グ
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン

（
乳
液
）
の
３
品
目

で
、
ど
れ
も
肌
な
じ

み
が
良
く
温
泉
上
が

り
の
よ
う
な
し
っ
と

り
肌
が
完
成
す
る
。

同
館
の
訪
問
客
か
ら

は
メ
イ
ク
が
し
っ
か

り
落
ち
て
保
湿
効
果

の
高
い
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
ウ
ォ
ッ
シ

ュ
が
特
に
人
気
。

　
香
り
は
ラ
ベ
ン
ダ
ー
、
ビ
タ
ー
オ

レ
ン
ジ
葉
な
ど
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ

ン
ド
を
開
発
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
搾
り

か
す
を
原
材
料
と
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
バ
ガ
ス
紙
を
外
箱
に
使
用
す
る
な

ど
、
エ
シ
カ
ル
な
取
り
組
み
に
も
力

を
入
れ
る
。

　
現
在
は
公
式
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ

プ
・
館
内
売
店
で
販
売
中
。
今
後
も

積
極
的
に
販
売
販
路
を
広
げ
て
い
く

と
同
館
。

　
タ
ナ
ベ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
Ｔ
Ｇ
Ｃ
）は
、無
料
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ

ー「
観
光
に
よ
る
地
域
活
性

化
で
、持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
！
個（
企
業
）が
強
く
な

り
、地
域
へ
展
開
し
、地
域
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
収
益
モ
デ

ル
を
創
造
す
る
」を

月
６

日
午
後
４
時
か
ら
開
催
す

る
。

　
観
光
を
切
り
札
に
地
域
活

性
化
を
し
た
い
企
業
、
成
長

す
る
観
光
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
新

規
事
業
を
成
長
エ
ン
ジ
ン
に

し
た
い
企
業
、
地
域
活
性
化

を
担
う
公
共
・
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
担
当
者
・
推
進
リ
ー
ダ

ー
な
ど
が
対
象
。

　
講
師
は
、
タ
ナ
ベ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

観
光
・
地
域
活
性
化
研
究
会
リ
ー
ダ
ー
の

日
下
部
聡
氏
。
「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
観

光
産
業
の
変
化
、
人
材
確
保
に
つ
い
て
」

「
今
後
の
地
域
課
題
と
観
光

に
よ
る
地
域
活
性
化
策
」

「
事
例
に
学
ぶ
！
観
光
に
よ

る
地
域
活
性
化
で
、
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
！
」
に
つ

い
て
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
配
信
で
１
時

間
の
セ
ミ
ナ
ー
を
行
う
。

　
「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
観

光
産
業
の
変
化
、
今
後
の
観

光
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ね
ら
い

目
」
「
成
長
す
る
観
光
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
高
収
益
モ
デ
ル
」

「
日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
も
含
め

た
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
」
に
つ
い
て
学
べ
る
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
視
聴
登
録
は

オ
ン
ラ
イ
ン
（https://x.gd/4BOz5

）
で

受
け
付
け
て
い
る
。


